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附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条

こ
の
省
令
の
施
行
の
日
か
ら
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
及
び
就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教
育
、
保
育
等
の

総
合
的
な
提
供
の
推
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法

律
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
六
十
七
号
）
の
施
行
の
日
の
前
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
こ
の
省
令
の
規
定
の
適
用
に
つ

い
て
は
、
本
則
第
二
号
中
「
第
三
十
五
条
第
十
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
五
条
第
七
項
」
と
す
る
。

（
区
分
経
理
に
係
る
会
計
処
理
の
原
則
）

第
七
条

会
社
は
、
次
に
掲
げ
る
原
則
に
よ
っ
て
第
二
条
に
定
め
る
勘
定
ご
と
に
財
務
諸
表
（
貸
借
対
照
表
、
損
益
計

算
書
、
株
主
資
本
等
変
動
計
算
書
及
び
個
別
注
記
表
を
い
う
。
以
下
第
八
条
第
五
項
に
お
い
て
同
じ
。）を
作
成
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

同
一
環
境
下
で
行
わ
れ
た
同
一
の
性
質
の
取
引
等
に
係
る
会
計
処
理
の
原
則
及
び
手
続
は
、
原
則
と
し
て
会
社

に
お
い
て
統
一
す
る
も
の
と
し
、
合
理
的
な
理
由
が
な
い
限
り
勘
定
ご
と
に
異
な
る
会
計
処
理
の
原
則
及
び
手
続

を
適
用
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
。

二

各
勘
定
の
費
用
及
び
収
益
は
、
各
勘
定
が
経
理
す
べ
き
業
務
に
基
づ
き
合
理
的
に
帰
属
さ
せ
、
政
策
の
考
慮
の

た
め
に
事
実
の
真
実
な
表
示
を
ゆ
が
め
て
は
な
ら
な
い
こ
と
。

（
共
通
経
費
等
の
配
賦
原
則
）

第
八
条

会
社
は
、
共
通
経
費
等
（
費
用
又
は
収
益
で
あ
っ
て
、
第
二
条
に
定
め
る
勘
定
の
う
ち
一
の
勘
定
に
お
い
て

経
理
す
べ
き
事
項
が
他
の
勘
定
に
お
い
て
経
理
す
べ
き
事
項
と
共
通
の
事
項
で
あ
る
も
の
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に

お
い
て
同
じ
。）で
あ
る
た
め
、
一
の
勘
定
に
係
る
部
分
を
区
分
し
て
経
理
す
る
こ
と
が
困
難
な
と
き
は
、
当
該
共
通

経
費
等
に
つ
い
て
は
、
環
境
大
臣
の
承
認
を
受
け
て
定
め
る
基
準
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て「
配
賦
基
準
」と
い
う
。）

に
従
っ
て
、
各
勘
定
に
配
分
す
る
こ
と
に
よ
り
経
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

配
賦
基
準
は
、
毎
期
継
続
し
て
適
用
す
る
も
の
と
し
、
み
だ
り
に
変
更
し
て
は
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
。

３

会
社
は
、
共
通
経
費
等
を
経
理
す
る
場
合
は
、
事
業
年
度
の
期
間
中
一
括
し
て
整
理
し
、
当
該
事
業
年
度
の
末
日

現
在
に
お
い
て
各
勘
定
に
配
分
す
る
こ
と
に
よ
り
経
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４

会
社
は
、
配
賦
基
準
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
環
境
大
臣
の
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

配
賦
基
準
を
変
更
し
た
場
合
は
、
変
更
さ
れ
た
配
賦
基
準
の
内
容
、
変
更
し
た
理
由
及
び
当
該
変
更
が
勘
定
別
財

務
諸
表
（
法
第
十
六
条
の
規
定
に
よ
り
経
理
を
区
分
し
、
第
二
条
に
定
め
る
勘
定
を
設
け
て
整
理
す
る
場
合
に
お
い

て
当
該
勘
定
ご
と
に
作
成
す
る
財
務
諸
表
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）に
与
え
て
い
る
影
響
の
内
容
を

当
該
勘
定
別
財
務
諸
表
に
注
記
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

〇
環
境
省
令
第
三
十
二
号

中
間
貯
蔵
・
環
境
安
全
事
業
株
式
会
社
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
四
十
四
号
）
第
二
十
二
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
中

間
貯
蔵
・
環
境
安
全
事
業
株
式
会
社
の
会
計
に
関
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
六
年
十
二
月
十
九
日

環
境
大
臣

望
月

義
夫

中
間
貯
蔵
・
環
境
安
全
事
業
株
式
会
社
の
会
計
に
関
す
る
省
令

（
目
的
）

第
一
条

こ
の
省
令
は
、
中
間
貯
蔵
・
環
境
安
全
事
業
株
式
会
社
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。）の
規
定
に
よ
り
委
任
さ

れ
た
中
間
貯
蔵
・
環
境
安
全
事
業
株
式
会
社
（
以
下
「
会
社
」
と
い
う
。）の
会
計
に
関
す
る
事
項
そ
の
他
の
事
項
に

つ
い
て
、
必
要
な
事
項
を
定
め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
勘
定
区
分
）

第
二
条

法
第
十
六
条
の
規
定
に
よ
り
設
け
る
勘
定
は
、
次
に
掲
げ
る
勘
定
と
す
る
。

一

法
第
十
六
条
第
一
号
に
掲
げ
る
事
業
に
係
る
勘
定

中
間
貯
蔵
事
業
勘
定

二

法
第
十
六
条
第
二
号
に
掲
げ
る
事
業
に
係
る
勘
定

環
境
安
全
事
業
勘
定

（
遵
守
義
務
）

第
三
条

会
社
は
、
こ
の
省
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
会
計
を
整
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
特

別
の
理
由
が
あ
る
場
合
に
は
、
環
境
大
臣
の
承
認
を
受
け
て
、
こ
の
省
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
と
異
な
る
整
理
を
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

（
事
業
年
度
）

第
四
条

会
社
の
事
業
年
度
は
、
毎
年
四
月
一
日
に
始
ま
り
、
翌
年
三
月
三
十
一
日
に
終
わ
る
も
の
と
す
る
。

（
会
計
原
則
）

第
五
条

会
社
は
、
次
に
掲
げ
る
基
準
に
従
っ
て
そ
の
会
計
を
処
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

経
営
成
績
及
び
財
政
状
態
に
つ
い
て
、
真
実
な
内
容
を
表
示
す
る
こ
と
。

二

す
べ
て
の
取
引
に
つ
い
て
、
正
規
の
簿
記
の
原
則
に
従
い
、
正
確
な
会
計
帳
簿
を
作
成
す
る
こ
と
。

三

経
営
及
び
財
政
の
状
況
を
正
確
に
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
必
要
な
会
計
事
実
を
明
瞭
に
表
示
す
る
こ

と
。

四

会
計
方
針
を
毎
期
継
続
し
て
適
用
し
、
み
だ
り
に
こ
れ
を
変
更
し
な
い
こ
と
。

五

そ
の
他
一
般
に
公
正
妥
当
と
認
め
ら
れ
る
会
計
の
原
則
に
従
う
こ
と
。

（
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
廃
棄
物
処
理
施
設
原
状
回
復
引
当
金
）

第
六
条

会
社
は
、
法
第
五
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
政
府
の
出
資
に
よ
り
増
加
す
る
資
本
金
又
は
準
備
金
を
環
境

安
全
事
業
勘
定
に
整
理
し
た
と
き
は
、
当
該
整
理
し
た
資
本
金
又
は
準
備
金
の
額
の
合
計
額
に
相
当
す
る
額
を
ポ
リ

塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
廃
棄
物
処
理
施
設
原
状
回
復
引
当
金
と
し
て
積
み
立
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
廃
棄
物
処
理
施
設
原
状
回
復
引
当
金
は
、
会
社
の
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
廃
棄
物

処
理
施
設
の
解
体
及
び
こ
れ
に
伴
い
発
生
す
る
廃
棄
物
（
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
廃
棄
物
（
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル

廃
棄
物
の
適
正
な
処
理
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
十
三
年
法
律
第
六
十
五
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定

す
る
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
廃
棄
物
を
い
う
。）を
含
む
。）の
処
理
そ
の
他
の
原
状
回
復
の
た
め
に
必
要
な
費
用
に
充

て
る
場
合
に
限
り
、
取
り
崩
す
も
の
と
す
る
。

３

第
一
項
の
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
廃
棄
物
処
理
施
設
原
状
回
復
引
当
金
は
、
貸
借
対
照
表
の
負
債
の
部
に
当
該
引

当
金
を
示
す
名
称
を
付
し
た
科
目
を
も
っ
て
掲
記
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

第
一
項
の
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
廃
棄
物
処
理
施
設
原
状
回
復
引
当
金
の
積
立
て
又
は
取
崩
し
が
あ
る
と
き
は
、

当
該
積
立
額
又
は
取
崩
額
は
、
損
益
計
算
書
に
特
別
損
失
又
は
特
別
利
益
と
し
て
、
当
該
積
立
て
又
は
取
崩
し
に
よ

る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
す
名
称
を
付
し
た
科
目
を
も
っ
て
掲
記
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

〇
厚
生
労
働
省
令
第
百
四
十
号

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
及
び
就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教
育
、
保
育
等
の
総
合
的
な
提
供
の
推
進
に
関
す
る
法

律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
経
過
措
置
に
関
す
る

政
令
（
平
成
二
十
六
年
政
令
第
四
百
四
号
）
第
七
条
第
一
項
、
第
二
項
、
第
四
項
及
び
第
六
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ

の
省
令
を
制
定
す
る
。

平
成
二
十
六
年
十
二
月
十
九
日

厚
生
労
働
大
臣

塩
崎

恭
久

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
及
び
就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教
育
、
保
育
等
の
総
合
的
な
提
供
の
推
進
に
関
す

る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
経
過
措

置
に
関
す
る
政
令
第
七
条
第
一
項
等
に
規
定
す
る
事
情
に
関
す
る
省
令

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
及
び
就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教
育
、
保
育
等
の
総
合
的
な
提
供
の
推
進
に
関
す
る
法

律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
経
過
措
置
に
関
す
る

政
令
第
七
条
第
一
項
、
第
二
項
、
第
四
項
及
び
第
六
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
情
は
、
次
に
掲
げ
る

い
ず
れ
か
の
事
情
と
す
る
。

一

学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
認
可
を
受
け
た
幼
稚
園
の
廃

止
及
び
設
置
者
の
変
更

二

児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
四
号
）
第
三
十
五
条
第
十
二
項
の
規
定
に
よ
る
承
認
を
受
け
た
保
育

所
の
廃
止
又
は
休
止
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